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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体の咳嗽流の間の圧力を制御するシステムであって、前記システムは、
　前記被験体の気道と連通する被験体インターフェースと；
　前記被験体インターフェースを介して流れを選択的に制御する圧力調整器であって、（
ｉ）前記被験体の前記気道と周囲雰囲気との間で前記被験体インターフェースを介してガ
スが実質的に全くやりとりされなくなるように前記被験体インターフェースが閉鎖される
第１のモードと、（ｉｉ）前記被験体の前記気道から前記被験体インターフェースを通っ
てガスが排出されることを可能にするために前記被験体インターフェースが開放される第
２のモードとにおいて動作する、圧力調整器と；
　前記被験体の個々の呼息ごとに一連の強制呼息事象を生じさせるために、前記被験体の
前記個々の呼息の間において前記圧力調整器が前記第１のモードと前記第２のモードとの
間でトグル式に切り換えられることとなるように前記圧力調整器を操作する制御器と；
　前記被験体インターフェースを通って流れるガスと流体連通する１つ以上のガスパラメ
ータセンサと
　を含む、システムにおいて、前記システムが、
　前記被験体インターフェースと関係づけられる圧力除去弁であって、前記咳嗽流の間に
おいて前記被験体インターフェース内の圧力を所望の範囲内に維持するように、前記圧力
調整器が前記第１のモードで動作する間には、前記被験体インターフェース内の圧力が所
定の閾値を超えたことに応じて前記被験体インターフェースを開放し、そこからガスを放
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出し、前記圧力調整器が前記第２のモードで動作する間には、閉鎖したままである、圧力
除去弁をさらに含むことを特徴とする、システム。
【請求項２】
　前記圧力除去弁が、前記被験体インターフェース内の圧力が前記所定の閾値を超えたこ
とに応じて動作するポペット及びばねを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記圧力除去弁が、前記被験体インターフェース内の圧力が前記所定の閾値を超えたこ
とに応じて動作するソレノイド弁を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記１つ以上のガスパラメータセンサが、前記被験体インターフェース内の圧力に関す
る情報を伝達する出力信号を生成する、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記圧力除去弁が、前記圧力調整器と一体的に形成される、請求項１に記載のシステム
。
【請求項６】
　前記圧力調整器が、吸息時間及び／又は吸息体積に基づき動作する、請求項１に記載の
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
[1]　本出願は、２０１４年１０月３１日に出願された米国仮特許出願第６２／０７３，
４８７号についての米国特許法第１１９条（ｅ）による優先権の利益を主張しており、こ
の仮特許出願の内容は、参照により本明細書に援用される。
【背景技術】
【０００２】
[2]　本開示は、被験体の咳嗽流の増大の間の圧力を制御するための方法及び装置に関す
る。
【０００３】
[3]　いくつかの呼吸器疾患（例えば、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、喘息、嚢胞性線
維症（ＣＦ）など）は、患者の呼吸器系への流体又は粘弾性物質（すなわち、粘液又は分
泌物）の蓄積によって特徴付けられる。呼吸器系における粘液量の増加（過分泌及び／又
は肺から分泌物を取り除く能力の低下による）は、多くの場合、呼吸困難と関係し、呼吸
器系の気胞の完全な閉塞に繋がり得る。過分泌の臨床的結果は、ガス交換の低下及び粘液
クリアランスの障害であり、細菌のコロニー化及び関連する悪化を増大する。分泌物の過
剰分は、咳嗽又は咽喉からの痰の喀出により取り除かれ得る。
【０００４】
[4]　そのような肺粘液を追い出すための自然現象が咳である。咳嗽は、吸息相、声門の
閉鎖、筋収縮による肺内の圧力の増加、その後に続く呼息相からなり、呼息相において声
門が開放され、気道壁上に存在するあらゆる物質を拾い、それを口腔に向かって上方に進
ませることが意図される、高速の気流を結果としてもたらす。数多くの状況において、自
然咳嗽は、これらの分泌物を喀出するには不十分である。例えば、咳嗽は、十分な咳嗽流
を生成することができないこと、肺内の分泌物の異常特性、又はその両方の組み合わせの
ため、依然として効果がない。多くの呼吸器疾患において、気流を発生させることができ
ないことは、咳嗽運動の間の気道の虚脱と関係がある。
【０００５】
[5]　患者が分泌物を喀出するのを助ける補助手段が開発されてきた。例えば、機械的強
制吸息（ｉｎｓｕｆｆｌａｔｉｏｎ）及び強制呼息（ｅｘｓｕｆｆｌａｔｉｏｎ）により
患者の咳嗽流を増加させるための様々なシステムが知られている。従来の強制呼息は、一
般的に、被験体の単一の呼息の間に単一の強制呼息事象を用いて成し遂げられる。呼吸回
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路がデバイスにより加圧され得、その後、デバイスが気道に負圧を印加し、大きな呼息流
を生じさせる。被験体の気道内で徐々に増加する分泌物が、ガスと共に追い出される。
【０００６】
[6]　患者の咳嗽流を増加させるための別のシステムは、例えば、単一の咳嗽が、呼気路
内に位置決めされた弁の間欠的な開閉によって複数の小規模な咳嗽に分割されることとな
るように、呼息の間において圧力振動を生成することを意図した受動可変流れ抵抗器を使
用する。例えば、そのようなシステムは、咳嗽流を周期的に遮断し、咳嗽の間の気道内の
圧力を周期的に高め、気道が開いたままであることを可能にし、咳嗽体積が最大化される
ことを可能にするように構成される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そのようなシステムにおいては、弁が閉じると肺又は呼吸器系内の圧力が咳嗽の間の継
続的な筋収縮により急速に上昇し得、弁が開くと肺圧力が周囲圧力近くまで急速に低下し
得る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
[7]　したがって、本開示の１つ以上の態様は、被験体の咳嗽流の増大の間の圧力を制御
するように構成されたシステムに関する。当該システムは、被験体の気道と連通するよう
に構成された被験体インターフェースと；（ｉ）ガスが実質的に全く被験体インターフェ
ースを介して被験体の気道とやりとりされなくなるように被験体インターフェースが閉鎖
される第１のモードと、（ｉｉ）被験体の気道から被験体インターフェースを通ってガス
が排出されることを可能にするために被験体インターフェースが開放される第２のモード
とにおいて動作する、被験体インターフェースを介して流れを選択的に制御するように構
成された圧力調整器と；被験体の個々の呼息ごとに一連の強制呼息事象を生じさせるため
に、被験体の個々の呼息の間において圧力調整器が第１のモードと第２のモードとの間で
トグル式に切り換えられることとなるように圧力調整器を操作するように構成された制御
器と；被験体インターフェースと関係づけられ、咳嗽流の増大の間において被験体インタ
ーフェース内の圧力を所望の範囲内に維持するように被験体インターフェース内の圧力が
所定の閾値を超えたことに応じて被験体インターフェースを開放し、そこからガスを放出
するように構成された圧力除去弁とを含む。
【０００９】
[8]　本開示のさらに別の態様は、被験体の咳嗽流の増大の間の圧力を制御するための方
法に関する。当該方法は、被験体インターフェースで被験体の気道と連結することと；制
御器により、ガスが実質的に全く被験体インターフェースを介して被験体の気道とやりと
りされなくなるように被験体インターフェースが閉鎖される第１のモードで圧力調整器を
操作することと；咳嗽流の増大の間において被験体インターフェース内の圧力を所望の範
囲内に維持するように被験体インターフェース内の圧力が所定の閾値を超えたことに応じ
て被験体インターフェースを開放し、そこからガスを放出するように圧力除去弁を操作す
ることと；被験体による被験体インターフェースの加圧を示す情報を受信することと；単
一の呼息の間に一連の強制呼息事象を生み出すために第１のモードと第２のモードとの間
で圧力調整器をトグル式に切り換えることにより、一連の強制呼息事象によって被験体に
強制呼息させる（ｅｘｓｕｆｆｌａｔｅ）こととを含み、第２のモードでは、被験体イン
ターフェースは、被験体の気道から被験体インターフェースを通ってガスが排出されるこ
とを可能にするために開放される。
【００１０】
[9]　本開示のなお別の態様は、被験体の咳嗽流の増大の間の圧力を制御するように構成
されたシステムに関する。当該システムは、被験体の気道と連結するための手段と；（ｉ
）ガスが実質的に全く連結するための手段を介して被験体の気道とやりとりされなくなる
ように連結するための手段が閉鎖される第１のモードと、（ｉｉ）連結するための手段を
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通って被験体の気道からガスが排出されることを可能にするために連結するための手段が
開放される第２のモードとにおいて動作する、連結するための手段を介して流れを選択的
に制御するための手段と；所定の閾値を超えた連結するための手段内の圧力に応じて連結
するための手段を開放し、そこからガスを放出する、連結するための手段内の圧力を所望
の範囲内に維持するための手段と；被験体が連結するための手段を加圧したか否かを示す
情報を受信するための手段と；被験体の個々の呼息ごとに一連の強制呼息事象を生じさせ
るために、被験体の個々の呼息の間において流れを選択的に制御するための手段が第１の
モードと第２のモードとの間でトグル式に切り換えられることとなるように、流れを選択
的に制御するための手段の動作を制御するための手段とを含む。
【００１１】
[10]　本開示のこれら及び他の目的、特徴及び特性、並びに操作方法、関連構成要素の機
能、部分の組み合わせ、及び製造経済性は、添付の図面を参照して以下の説明及び添付の
特許請求の範囲を考慮することでより明らかになるだろう。これらの図面の全てが本明細
書の一部を構成し、同じ参照番号は、その様々な図において対応する部分を示す。しかし
ながら、これらの図面は、例示及び説明のみを目的としており、本開示の範囲を規定する
ものとして意図されるものではないことが明確に理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[11]　被験体の咳嗽流の増大の間の圧力を制御するように構成されたシステムを
示している。
【図２】[12]　当該システムの除去弁の一実施形態を示しており、この除去弁は、当該シ
ステムの圧力調整器と別個になっている。
【図３】[13]　当該システムの除去弁の例示的な実施形態を示している。
【図４】[14]　当該システムの除去弁の一実施形態を示しており、この除去弁は、当該シ
ステムの圧力調整器と一体化されている。
【図５】[15]　当該システムの除去弁の別の例示的な実施形態を示している。
【図６】[16]　除去弁を有する当該システムを用いた被験体の咳嗽流の増大の間の圧力測
定値のグラフ説明図である。
【図７】被験体の咳嗽流の増大の間の圧力を制御するための方法を例示するためのフロー
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
[17]　本明細書で使用される場合、「ａ」、「ａｎ」及び「ｔｈｅ」という単数形は、文
脈が明らかに別のことを指示しない限り、複数の指示対象を含む。本明細書で使用される
場合、２つ以上の部分又は構成部分が「結合」されたという記載は、これらの部分が、直
接的又は間接的（すなわち、つながりが生じる限りにおいて、１つ以上の中間部分又は構
成部分を介して）のいずれかで接続されている又は一緒に動作することを意味するものと
する。本明細書で使用される場合、「直接結合された」とは、２つの要素が互いに直接接
触していることを意味する。本明細書で使用される場合、「固定的に結合された」又は「
固定された」とは、２つの構成部分が、互いに対して一定の向きを維持しつつ一体となっ
て動くように結合されていることを意味する。
【００１４】
[18]　本明細書で使用される場合、「単体の」という語は、構成部分が単一の部品又はユ
ニットとして作られることを意味する。すなわち、別個に作られ、次いで１つのユニット
として一緒に結合される部品を含む構成部分は、「単体の」構成部分又は物体ではない。
本明細書で用いられる場合、２つ以上の部分又は構成部分が互いに「係合する」という記
載は、それらの部分が直接又は１つ以上の中間部分若しくは構成部分を介してのいずれか
で互いに力を加え合うことを意味するものとする。本明細書で用いられる場合、「数」と
いう用語は、１又は１より大きな整数（すなわち、複数）を意味するものとする。
【００１５】
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[19]　本明細書で使用される方向を示す語句（例えば、限定するものではないが、上、下
、左、右、上方、下方、前方、後方、及びそれらの派生語など）は、図面に示される要素
の向きに関するものであり、特許請求の範囲に明示的に記載されていない限り特許請求の
範囲を限定するものではない。
【００１６】
[20]　図１は、被験体１２の咳嗽流の増大の間の圧力を制御するように構成されたシステ
ム１０の例示的な実施形態を概略的に図示している。
【００１７】
[21]　システム１０は、被験体１２の呼吸器系内の圧力が所定の閾値を超えたことに応じ
て被験体１２の呼吸器系からガスを放出することにより、咳嗽流の増大の間において被験
体１２の呼吸器系内の圧力を所望の範囲内に維持するように構成される。システム１０は
、被験体１２の呼吸器系内の圧力を除去するように、システム１０の流路を通って流れる
ガスを、必要に応じて周囲雰囲気中に排気する又は追い出すように構成される。例えば、
システム１０は、被験体１２の個々の呼息の間に一連の強制呼息事象を生じさせるように
構成されている強制呼息弁システムに加えて二次弁システムを含む。二次弁システムによ
り、所定の範囲内での被験体１２の呼吸器系内の圧力変化が可能になる。二次弁システム
により、空気導管により強制呼息弁システムに結合された圧力除去弁２５を介して被験体
１２の呼吸器系内の圧力流を制御することが可能になる。二次弁システムは、咳嗽流の増
大の間の被験体１２の内圧を調整するように構成される。
【００１８】
[22]　システム１０はまた、とりわけ被験体１２の気道虚脱を抑えることにより、強制呼
息の間の流れを増大する。システム１０は、患者努力を利用してシステム１０を加圧し、
被験体１２の個々の呼息の間に一連の強制呼息事象を生じさせる。強制呼息事象は短いパ
ルスであり、その間に、空気が被験体１２の肺から流出することが可能にされる。強制呼
息の一連の強制呼息事象への分割は、呼息の間の流量を増加させる傾向があり得、且つ／
又は、有効性の向上を伴って分泌物を解放し得る及び／若しくは追い出し得る。
【００１９】
[23]　一部の実施形態において、システム１０は、被験体１２、ユーザ制御インターフェ
ース１４、被験体インターフェース１６、１つ以上のセンサ１８、圧力調整器２０、圧力
除去弁２５、制御器２２、及び／又は他の構成部分のうちの１つ以上を含む。
【００２０】
[24]　ユーザ制御インターフェース１４は、システム１０と被験体１２との間のインター
フェースを提供するように構成され、これを介して、被験体１２は、システム１０に情報
を提供し、且つシステム１０から情報を受信する。これは、総称して「情報」と呼ばれる
データ、結果、及び／又は命令、並びに任意の他の伝達可能な品目が、被験体１２と、被
験体インターフェース１６及び／又は制御器２２のうちの１つ以上との間でやりとりされ
ることを可能にする。ユーザ制御インターフェース１４に含めるのに好適なインターフェ
ースデバイスの例としては、キーパッド、ボタン、スイッチ、キーボード、つまみ、レバ
ー、表示画面、タッチスクリーン、スピーカー、マイクロホン、表示灯、可聴警報、プリ
ンター、触覚フィードバックデバイス、ジェスチャー認識デバイス、及び／又は他のイン
ターフェースデバイスが挙げられる。例えば、一部の実施において、被験体１２は、被験
体インターフェース１６内で圧力が高められていることを制御器２２に連絡するためにボ
タンを押す。一実施形態において、ユーザ制御インターフェース１４は、複数の別個のイ
ンターフェースを含む。例えば、システム１０は、上述の押しボタン、及び／又は四肢の
完全な物理的制御を有していないかもしれない被験体（例えば、完全又は部分麻痺の被験
体）による使用のためのジェスチャー（例えば、瞬きをするなどの顔面動作）認識デバイ
スを用いて構成され得る。
【００２１】
[25]　配線接続又は無線のいずれかの他の通信技術もまた、ユーザ制御インターフェース
１４として本開示により企図されることが理解されるべきである。例えば、本開示は、ユ
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ーザ制御インターフェース１４が遠隔制御装置であることを企図している。この例におい
て、被験体ユーザインターフェースの加圧を示す情報が、システム１０により制御される
分割された強制呼息プロセスを被験体１２が開始することを可能にする制御器２２に無線
で送信される。ユーザ制御インターフェース１４としてシステム１０との使用のために適
合される他の例示的な入力デバイス及び技術としては、ＲＳ－２３２ポート、ＲＦリンク
、ＩＲリンク、モデム（電話、ケーブルなど）が挙げられるが、これらに限定されない。
要するに、システム１０と情報をやりとりするための任意の技術が、ユーザ制御インター
フェース１４として本開示により企図される。
【００２２】
[26]　被験体インターフェース１６は、被験体１２の気道と連結するように構成される。
被験体インターフェース１６は、被験体１２の気道との流体連通をもたらすように構成さ
れる。そのようなものとして、被験体インターフェース１６は、導管２４及び／又はイン
ターフェース取付具２６を含む。導管２４は、インターフェース取付具２６へ及び／又は
インターフェース取付具２６からガス（例えば、空気）を運び、インターフェース取付具
２６は、導管２４を被験体１２の気道と連通した状態に置く。一部の実施形態において、
被験体インターフェース１６は、非侵襲的である。そのようなものとして、インターフェ
ース取付具２６は、被験体１２に非侵襲的に係合する。非侵襲的な係合は、被験体１２の
気道と被験体インターフェース１６との間でガスをやりとりするために、被験体１２の気
道の１つ以上の外部開口部（例えば、外鼻孔及び／又は口）を囲む領域（１つ又は複数）
に着脱自在に係合することを含む。非侵襲的インターフェース取付具２６の一部の例とし
ては、例えば、送風チューブ、鼻カニューレ、鼻マスク、鼻／口マスク、フルフェイスマ
スク、トータルフェイスマスク、又は被験体の気道とガスの流れをやりとりする他のイン
ターフェース取付具が挙げられ得る。
【００２３】
[27]　センサ１８は、被験体インターフェース１６内のガスの１つ以上のガスパラメータ
に関する情報を伝達する出力信号を生成するように構成される。この１つ以上のガスパラ
メータは、流量、体積、圧力、温度、湿度、速度、及び／又は他のガスパラメータを含む
。ガスパラメータセンサ１８は、そのようなパラメータを直接（例えば、被験体インター
フェース１６内のガスの流れとの流体連通により）測定する１つ以上のセンサを含み得る
。ガスパラメータセンサ１８は、ガスの流れの１つ以上のパラメータに関する出力信号を
間接的に生成する１つ以上のセンサを含み得る。例えば、センサ１８のうちの１つ以上は
、圧力調整器２０の操作パラメータ（例えば、弁ドライバ又はモーター電流、電圧、回転
速度、及び／又は他の操作パラメータ）及び／又は他のセンサに基づき出力を生成し得る
。ガスパラメータセンサ１８は、インターフェース取付具２６と圧力調整器２０との間の
導管２４内の（又はそれと連通している）単一の場所に図示されているが、これは、決し
て限定することが意図されるものではない。ガスパラメータセンサ１８は、複数の場所（
例えば、圧力調整器２０内、インターフェース取付具２６内（又はそれと連通した状態）
、被験体インターフェース１６上の任意の場所、及び／又はシステム１０の他の場所など
）に配置されたセンサを含み得る。
【００２４】
[28]　圧力調整器２０は、被験体インターフェース１６を介して流れを選択的に制御する
ように構成される。圧力調整器２０は、第１のモード、第２のモード、及び／又は他のモ
ードで動作するように構成される。第１のモードでは、被験体インターフェース１６は、
ガスが実質的に全くそれを介して被験体１２の気道とやりとりされなくなるように閉鎖さ
れる。第２のモードでは、被験体インターフェース１６は、被験体１２の気道から被験体
インターフェース１６を通ってガスが排出されることを可能にするために開放される。
【００２５】
[29]　圧力調整器２０の第１の動作モードにおいて、被験体１２の気道と流体連通してい
るインターフェース取付具２６と圧力調整器２０との間に圧力除去弁２５によって閉鎖流
路が形成される。圧力調整器２０の第２の動作モードにおいて、圧力調整器２０は、強制
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呼息流路によってその閉鎖流路を周囲雰囲気に曝露するように構成される。強制呼息流路
は、圧力調整器２０による被験体インターフェース１６から出て周囲雰囲気に向かう流路
である。強制呼息流路は、被験体１２の個々の呼息の間に生じさせる一連の強制呼息事象
の間において、被験体１２の肺から空気が流出することを可能にする。
【００２６】
[30]　一実施形態において、圧力調整器２０は、吸息時間及び／又は吸息体積に基づき動
作するように構成される。例えば、一実施形態において、圧力調整器２０は、より長い吸
息期間に応答して開くように構成される。別の実施形態において、圧力調整器２０は、よ
り短い吸息期間におけるより大きな吸息流量体積に応答して開くように構成される。
【００２７】
[31]　一部の実施において、圧力調整器２０は、弁及び／又は別の圧力調整デバイスのう
ちの１つ以上を含み得る。一実施形態において、圧力調整器２０は、１つ以上の弁を直列
及び／又は並列に含み得る。圧力調整器２０に含めるのに好適な弁及び／又は他の圧力調
整デバイスの例としては、プラグ弁、ボール弁、逆止め弁、蝶形弁、ソレノイド、及び／
又は他の圧力調整デバイスが挙げられ得る。上述の圧力調整デバイス及び／又は圧力調整
器２０に含まれ得る他の圧力調整デバイスは、液圧により、空気圧により、電気モーター
により、並びに／又は弁及び／若しくは他の圧力制御デバイスを開放及び／若しくは閉鎖
するように構成された別の制御モードにより制御され得る。
【００２８】
[32]　一部の実施において、圧力調整器２０は、システム１０内の１つ以上の場所に位置
し得る。例えば、一実施形態において、圧力調整器２０は、被験体インターフェース１６
のインターフェース取付具２６と反対側の一端に位置し得る。第２の実施形態において、
圧力調整器２０は、インターフェース取付具２６と導管２４との間に位置し得る。
【００２９】
[33]　圧力除去弁２５は、被験体インターフェース１６と関係づけられ、咳嗽流の増大の
間において被験体インターフェース１６内の圧力を所定の圧力範囲内に維持するように被
験体インターフェース１６内の圧力が所定の閾値を超えたことに応じて被験体インターフ
ェース１６を開放し、そこからガスを放出するように構成される。
【００３０】
[34]　圧力除去弁２５は、閉鎖された密閉位置及び開放された放出位置で動作するように
構成される。圧力除去弁２５は、圧力調整器２０がそれの第１の動作モードにあるときに
開放位置と閉鎖位置との間で動作するように構成される。具体的には、圧力調整器２０が
それの第１の動作モードにあるとき、被験体インターフェース１６内の圧力が所定の圧力
閾値又はそれ以下にあるときは、圧力除去弁２５は閉鎖位置にあるように構成され、被験
体インターフェース１６内の圧力が所定の圧力閾値より上にあるときは、圧力除去弁２５
は開放位置にあるように構成される。圧力除去弁２５はまた、圧力調整器２０がそれの第
２の動作モードにあるときは、閉鎖位置にあるように構成される。
【００３１】
[35]　圧力除去弁２５は、圧力調整器２０がそれの第１の動作モードにあり且つ閉鎖流路
内（すなわち、被験体１２の気道と流体連通しているインターフェース取付具２６と圧力
調整器２０との間）の圧力が所定の圧力閾値よりも上にあるときに、二次流路を介して閉
鎖流路を周囲雰囲気に曝露するために開くように構成される。圧力除去弁２５は、それの
開放された放出位置にあるときは、閉鎖流路内を流れるガスを二次流路により周囲雰囲気
中に放出するように構成される。圧力除去弁２５は、圧力調整器２０による周囲雰囲気に
向かういかなる流路又は被験体インターフェース１６から出るいかなる流路とも異なる周
囲雰囲気に向かう二次流路を開放する。例えば、圧力除去弁２５の二次流路は、圧力調整
器２０の強制呼息流路（上述）とは異なっている。圧力除去弁２５は、それの閉鎖された
密閉位置にあるときは、ガスが閉鎖流路から二次流路により周囲雰囲気に流入するのを妨
げるように構成される。
【００３２】
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[36]　一実施形態において、圧力除去弁２５は、圧力調整器２０と物理的に別個になって
おり、圧力調整器２０と構成部分を共有しない。一部の実施において、圧力除去弁２５は
、システム１０内の１つ以上の場所に位置し得る。例えば、一実施形態において、圧力除
去弁２５は、図１に示されるように、圧力調整器２０の近くの被験体インターフェース１
６上に位置し得る。圧力除去弁２５は、圧力除去弁２５が被験体インターフェース１６を
通って流れるガスと連通している限りにおいて、被験体インターフェース１６上の他の所
に位置し得ることが理解されるべきである。別の実施形態において、除去弁２５は、イン
ターフェース取付具２６と圧力調整器２０との間の被験体インターフェース１６上の任意
の場所に位置している。
【００３３】
[37]　一実施形態において、所定の圧力閾値は、水のセンチメートル単位（ｃｍＨ２Ｏ）
で測定される２５の圧力を含み得る。別の実施形態において、所定の閾値は、４０ｃｍＨ

２Ｏの圧力を含み得る。さらに別の実施形態において、所定の閾値は、６０ｃｍＨ２Ｏの
圧力を含み得る。一実施形態において、所定の圧力範囲は、２０～１００ｃｍＨ２Ｏの間
であり得る。別の実施形態において、所定の圧力範囲は、２０～６０ｃｍＨ２Ｏの間であ
り得る。
【００３４】
[38]　所定の閾値又は所定の圧力範囲は、システム１０のメモリ内に記憶され得る。所定
の閾値又は所定の圧力範囲は、被験体１２が設定可能であり得、製造時に予め規定され得
、被験体１２による先の呼吸に基づき動的に決定され得、及び／又は他の様式で決定され
得る。所定の閾値又は所定の圧力範囲は、ユーザ制御インターフェース１４を用いて与え
られ得、被験体１２により変更され得る。一実施形態において、所定の圧力閾値は、圧力
センサ１８の動作耐圧又はそれ以下であり得る。一実施形態において、所定の圧力閾値は
、許容範囲に余裕を与えるように、圧力センサ１８の動作耐圧よりも小さい値に設定され
得る。この構成は、圧力センサ１８の電子回路を保護するために圧力が圧力センサ１８の
動作耐圧よりも下になるように、圧力除去弁２５が被験体インターフェース１６内の圧力
を低下させることを可能にする。別の実施形態において、圧力除去弁２５が機械的に動作
するように構成される（すなわち、圧力除去弁２５の動作が制御器２２及び／又はセンサ
１８と関係づけられない）場合、所定の閾値又は所定の圧力範囲は、製造業者によって設
定され得る、又は圧力除去弁２５の機械調整により患者によって調整され得る。
【００３５】
[39]　図２は、システム１０の圧力調整器２０と別個になっている圧力除去弁２５の一実
施形態を示している。圧力除去弁２５は、導管により圧力調整器２０に接続される。圧力
除去弁２５は、圧力調整器２０がそれの第１の動作モードにあり且つ閉鎖流路内の圧力が
所定の閾値よりも上にあるときに、圧力調整器２０による周囲雰囲気に向かういかなる流
路又は被験体インターフェース１６から出るいかなる流路とも異なる周囲雰囲気に向かう
二次流路を開放する。
【００３６】
[40]　図３は、通常は閉鎖されている機械式ポペット弁の形態を取る圧力除去弁２５の一
実施形態を示している。ポペット弁２５は、ガスがそれを通過するのを妨げる閉鎖位置及
びガスがそれを通過することを可能にする開放位置にあり得る。圧力除去弁２５は、圧力
除去弁２５にガスが流入するための開口部６０を有するハウジングと、ハウジングの内部
に配置されたばね６６と、圧力除去弁２５を閉鎖及び開放するためのポペット６４と、ポ
ペット６４に接続された心棒６８と、圧力除去弁２５がそれの閉鎖位置にあるときにポペ
ット６４に接する台座６２とを含み得る。圧力除去弁２５は、圧力除去弁２５がそれの開
放位置にあるときに被験体インターフェース１６内部の圧力を低下させるためにガスがそ
れを通過するための出口（二次流路）を含む。ばね６６は、ガスが圧力除去弁２５に流入
するのを妨げるために、圧力除去弁２５の開口部６０を密閉するように、閉鎖位置にある
ポペット６４を通常は台座６２に押し付け得る。
【００３７】
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[41]　ガスの圧力は、ポペット６４を台座６２から遠ざかるように押し得、そうして圧力
除去弁２５をそれの開放位置に移動させる。すなわち、ガスの圧力は、Ａの方向にポペッ
ト６４を押し得るのに対して、ばね６６は、Ａの方向へのポペット６４の動きに逆らうよ
うに構成される。台座６２は、ガスがそれに流入するのを妨げるように、ポペット６４が
台座６２との密閉を形成することを可能にするエラストマー材料でできたものであり得る
。ばねの特性（例えば、ばね力及び／又は弾性）は、圧力除去弁２５が開放され得る所望
の所定の閾値圧力に応じて変えられ得る。すなわち、所望の所定の閾値（被験体インター
フェース１６内の圧力がその閾値を超えたときに圧力除去弁２５が開き得る）がばねの力
と関係づけられ得る。ばねの力は、例えば、フックの法則に基づいて変えられ得る。
【００３８】
[42]　圧力調整器がそれの第１の動作モードにあるときの被験体インターフェース１６内
の圧力を低下させるように、圧力除去弁２５は、被験体インターフェース１６内の圧力が
所定の閾値を超えたことに応じて圧力を除去する（開く）ように構成される。図３に示さ
れる圧力除去弁２５の実施形態において、圧力は、ポペット６４を、ばね６６の力に逆ら
って台座６２から遠ざかるようにＡの方向に押し上げ得、そうしてガスが開口部６０を通
って圧力除去弁２５に流入することを可能にし、次いで、ガスを周囲雰囲気中に出力し得
る。圧力が十分に低下した後に、ばね６６は、圧力除去弁２５を閉鎖するように、ポペッ
ト６４を再び台座６２に押し付け得る。
【００３９】
[43]　圧力除去弁２５は、他の実施形態においては他の構成を有し得る又は他の形態を取
り得ることが理解されるべきである。圧力除去弁２５は、機械弁であってよいが、制御器
２２により操作される電子弁であってもよい。例えば、圧力除去弁２５は、被験体インタ
ーフェース１６内の圧力が所定の圧力閾値以上であると制御器２２が判断したときに制御
器２２により開放されるように構成される、通常は閉鎖されているパイロットソレノイド
弁であり得る。しかしながら、これらの例は限定することが意図されるものではなく、圧
力除去弁２５は他の実施形態においては他の構成を有し得ることが理解されるべきである
。
【００４０】
[44]　例えば、図４及び図５は、システム１０の圧力調整器２０と一体化された圧力除去
弁２５の一実施形態を示している。一体化された圧力調整器及び除去弁システムは、周囲
雰囲気への２つの別個の開口と、周囲雰囲気への開口を選択的に開閉するようにその一体
化された圧力調整器及び除去弁システムを制御するソレノイド８０とを含み得る。周囲雰
囲気への第１の開口は、被験体１２の強制呼息の間において被験体１２の気道から被験体
インターフェース１６を通ってガスが排出されることを可能にする。周囲雰囲気への第２
の開口は、被験体インターフェース１６内の圧力が所定の閾値を超えたことに応じて被験
体インターフェース１６内の圧力を除去するように、被験体１２の強制呼息の前に被験体
１２の気道から被験体インターフェース１６を介してガスを放出する。
【００４１】
[45]　非通電状態にあるとき、ソレノイド８０は、被験体インターフェース１６を介した
被験体１２の強制呼息後に周囲雰囲気への第１の開口を閉鎖するように構成される。この
位置において、被験体インターフェース１６内の圧力が所定の圧力閾値を超えていると判
断されれば、ソレノイド８０は、被験体１２の気道から被験体インターフェース１６を通
ってガスが放出されることを可能にするために周囲雰囲気への第２の開口を開放する。ソ
レノイド８０は、咳嗽トリガ事象が検出されると周囲雰囲気への第２の開口を閉鎖するよ
うに構成される。この位置において、ソレノイド８０は、被験体１２の強制呼息の間にお
いて被験体１２の気道から被験体インターフェース１６を通ってガスが排出されることを
可能にするために周囲雰囲気への第１の開口を開放する。
【００４２】
[46]　再び図１を参照すると、制御器２２は、システム１０において情報処理能力を提供
するように構成される。そのようなものとして、制御器２２は、デジタルプロセッサ、ア
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ナログプロセッサ、情報を処理するように設計されたデジタル回路、情報を処理するよう
に設計されたアナログ回路、ステートマシン、及び／又は情報を電子的に処理するための
他の機構のうちの１つ以上を含み得る。図１において制御器２２は単一のエンティティと
して示されているが、これは、例示を目的としているにすぎない。一部の実施において、
制御器２２は、複数の処理ユニットを含む。これらの処理ユニットは、物理的に同じデバ
イス内に位置し得る、又は制御器２２が、協調して動作する複数のデバイスの処理機能を
代表し得る。一部の実施において、制御器及び／又はセンサ（１つ又は複数）１８の間の
通信は、無線で又は電線を介して行われる。
【００４３】
[47]　図１に示されるように、制御器２２は、１つ以上のコンピュータプログラムモジュ
ールを実行するように構成され得る。この１つ以上のコンピュータプログラムモジュール
は、加圧モジュール２８、咳嗽開始モジュール３０、咳嗽終了モジュール３１、制御モジ
ュール３２、圧力調整モジュール３３及び／又は他のモジュールのうちの１つ以上を含む
。制御器２２は、ソフトウェア；ハードウェア；ファームウェア；ソフトウェア、ハード
ウェア、及び／若しくはファームウェアの何らかの組み合わせ；並びに／又は制御器２２
上の処理能力を構成するための他の機構によって、モジュール２８、３０、３１、３２及
び／又は３３を実行するように構成され得る。
【００４４】
[48]　モジュール２８、３０、３１、３２及び３３は図１において共に単一の処理ユニッ
ト内に位置するものとして図示されているが、制御器２２が複数の処理ユニットを含む実
施においては、モジュール２８、３０、３１、３２及び／又は３３のうちの１つ以上が、
その他のモジュールから遠隔に位置し得ることが理解されるべきである。以下に記載され
る異なるモジュール２８、３０、３１、３２及び／又は３３により提供される機能の説明
は、例示を目的としたものであり、限定することが意図されるものではない。というのは
、モジュール２８、３０、３１、３２及び／又は３３はいずれも、記載されるよりも多く
の又は少ない機能を提供し得るからである。例えば、モジュール２８、３０、３１、３２
及び／又は３３のうちの１つ以上が省かれ得、それの機能の一部又は全部が、モジュール
２８、３０、３１、３２及び／又は３３のうちの他のものによって提供され得る。別の例
として、制御器２２は、以下でモジュール２８、３０、３１、３２及び／又は３３のうち
の１つのものであるとされる機能の一部又は全部を行い得る１つ以上の追加のモジュール
を実行するように構成され得る。
【００４５】
[49]　加圧モジュール２８は、被験体１２の呼吸努力（例えば、補助なし呼吸努力）が被
験体インターフェース１６を加圧したか否かを示す情報を受信するように構成される。受
信した情報に基づき、加圧モジュール２８は、被験体インターフェース１６が加圧されて
いるか否かを判断する。一部の実施形態において、加圧モジュール２８は、被験体１２が
被験体インターフェース１６を加圧したか否かを示す情報がユーザ制御インターフェース
１４への被験体１２による入力を含むこととなるように構成される。例えば、被験体１２
は、圧力調整器２０が第１のモード（閉鎖）にある中でインターフェース取付具２６に息
を吹きかけることにより被験体インターフェース１６を加圧する。加圧後に、被験体１２
は、被験体インターフェース１６内で圧力が高められていることを示すためにユーザ制御
インターフェース１４のボタンを押す（又は別のやり方でユーザ制御インターフェース１
４の何らかの要素に係合する）。
【００４６】
[50]　一部の実施形態において、加圧モジュール２８は、ユーザが被験体インターフェー
ス１６を加圧したか否かを示す情報がセンサ１８の出力信号を含むこととなるように構成
される。例えば、被験体１２は、圧力調整器２０が第１のモード（閉鎖）にある中でイン
ターフェース取付具２６に息を吹きかけることにより被験体インターフェース１６を加圧
する。そのような実施形態において、加圧モジュール２８は、出力信号により情報が伝達
される１つ以上のガスパラメータに基づき被験体インターフェース１６が適切に加圧され
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ているか否かを判断する。例えば、ガスパラメータのレベルが閾値レベルを突破したこと
に応じて、加圧モジュール２８は、被験体インターフェース１６が加圧されていると判断
する。咳嗽開始モジュール３０は、被験体インターフェース１６を介した被験体１２の通
常の呼吸の間において咳嗽トリガ事象を検出するように構成される。一実施形態において
、圧力調整器２０が閉鎖されている場合には、咳嗽開始モジュール３０は、咳嗽努力の開
始によって咳嗽トリガ事象を検出するようにも構成される。この呼吸は、被験体１２が被
験体インターフェース１６を介して自由に吸息及び呼息し得るように圧力調整器２０が第
２のモードで動作している間に行われる。一部の実施形態において、咳嗽トリガ事象を示
す情報は、１つ以上のガスパラメータ（例えば、圧力、流量、及び／又は他のガスパラメ
ータ）を含み、このガスパラメータに関して、情報が、センサ１８の出力信号により伝達
される。
【００４７】
[51]　咳嗽トリガ事象は、被験体１２による咳嗽の準備における吸息を示す出力信号を含
み得る。そのような吸息は、準備吸息（ｐｒｅｐａｒａｔｏｒｙ　ｉｎｈａｌａｔｉｏｎ
）と呼ばれ得る。準備吸息は被験体１２による他の吸息よりも鋭く（例えば、より大きな
規模の流量又はより低い圧力を有する）且つ／又は深い（例えば、より大きな流量体積を
有する）ものであり得るという点で、準備吸息は、被験体インターフェース１６を介する
被験体１２の他の吸息と区別され得る。一実施形態において、準備吸息は、被験体１２に
よる他の吸息よりも短い期間でより大きな流量体積を有し得る。別の実施形態において、
準備吸息は、被験体１２による他の吸息よりも長い吸息期間を有し得る。一部の実施形態
において、咳嗽開始モジュール３０は、１つ以上のガスパラメータが閾値レベルを突破し
たこと（例えば、圧力及び／又は流量が閾値を突破したこと）に基づき咳嗽トリガ事象を
検出するように構成される。閾値レベルは、ユーザ（例えば、被験体１２、医師、介護者
、研究者、及び／又は他のユーザ）が設定可能であり得、製造時に予め規定され得、被験
体１２による先の呼吸に基づき動的に決定され得、及び／又は他の様式で決定され得る。
【００４８】
[52]　咳嗽終了モジュール３１は、被験体インターフェース１６を介した被験体１２の強
制呼息後の咳嗽終了を検出するように構成される。咳嗽終了の検出は、被験体１２から受
信される入力（例えば、ユーザが咳嗽を終えたことを示すユーザ制御インターフェース１
４を介した入力）に基づいて、センサ１８の出力信号に基づいて、及び／又は他のパラメ
ータに基づいて行われる。センサ１８の出力信号に基づく咳嗽終了の検出は、咳嗽が終了
しつつあること又は終了したこと（例えば、被験体１２の肺内の空気が消耗されたこと）
を示す被験体インターフェース１６内の１つ以上のガスパラメータへの変化の徴候につい
て出力信号をモニタリングすることにより行われる。これは、個々の強制呼息事象及び／
又は強制呼息事象群の間（例えば、咳嗽全体の間、ｎ個の直近の事象のスライディングウ
ィンドウの間、など）、圧力、流量、体積及び／又は他のパラメータのうちの１つ以上を
モニタリングすることを含み得る。
【００４９】
[53]　非限定的な例として、咳嗽終了は、咳嗽の期間の間の総呼息体積に基づき検出され
得る。総呼息体積が閾値量に達したことに応じて、咳嗽終了が検出され得る。この閾値量
は、咳嗽前の吸息における吸息体積に基づき決定され得、ユーザが設定可能な設定に基づ
き決定され得、被験体１２による先の咳嗽に基づき決定され得、及び／又は他のやり方で
決定され得る。
【００５０】
[54]　別の非限定的な例として、個々の強制呼息事象の圧力、流量及び／又は体積のうち
の１つ以上が、咳嗽終了を検出するためにモニタリングされる。強制呼息事象の間にこれ
らのパラメータのうちの１つ以上が閾値レベルを突破した（例えば、最低圧力レベルに達
していない、最低流量規模に達していない、最低体積に達していない、など）ことに応じ
て咳嗽終了が検出され得る。一部の実施形態において、個々の強制呼息事象ではなく、強
制呼息事象のスライディングウィンドウがモニタリングされ得る。そのような実施形態に
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おいて、スライディングウィンドウ内の個々の強制呼息事象の間に得られた測定値の集計
（例えば、合計、平均、加重平均、など）が、対応する閾値レベルと比較される。この閾
値は、ユーザが設定可能な設定に基づき決定され得る、被験体インターフェース１６を介
した被験体１２による先の呼吸に基づき決定され得る、製造時に予め決定され得る、及び
／又は他のやり方で決定され得る。
【００５１】
[55]　さらに別の非限定的な例として、咳嗽終了の検出は、時間の経過に基づき行われる
。咳嗽トリガ事象及び／又は最初の強制呼息事象からいくらかの時間量後に、咳嗽終了が
検出され得る。この時間量は、ユーザが設定可能な設定に基づき決定され得る、被験体イ
ンターフェース１６を介した被験体１２による先の呼吸に基づき決定され得る、製造時に
予め決定され得る、及び／又は他のやり方で決定され得る。
【００５２】
[56]　制御モジュール３２は、被験体１２に強制呼息させるように第１のモード（閉鎖）
と第２のモード（開放）との間で圧力調整器２０の動作を制御するように構成される。強
制呼息は、被験体１２の肺からの強制的なガスの放出である。制御モジュール３２は、被
験体１２が咳嗽トリガ事象を経験したとの咳嗽開始モジュール３０による判断まで圧力調
整器２０を第２の（開放）モードに置くことにより、被験体１２に強制呼息させるように
構成される。制御モジュール３２は、そのような判断に応じて圧力調整器２０を第１のモ
ードに置くように構成される。圧力調整器２０が第１のモードで操作されているとき、被
験体インターフェース１６内への被験体１２による呼吸努力は、被験体インターフェース
１６を加圧する。この加圧は、上に記載したように、加圧モジュール２８によりモニタリ
ングされる。制御モジュール３２は、被験体１２が咳嗽に十分に被験体インターフェース
１６を加圧したとの加圧モジュール２８による判断に応じて被験体１２の個々の呼息の間
に一連の分割された強制呼息事象を生じさせるように構成される。この強制呼息は、被験
体インターフェース１６を介して行われる。強制呼息事象は、個々の呼息の間に第１のモ
ードと第２のモードとの間で圧力調整器２０をトグル式に切り換えることにより生み出さ
れる。制御モジュール３２は、咳嗽が終了したとの咳嗽終了モジュール３１による判断に
応じて圧力調整器２０を第２の（開放）モードに置くように構成され、被験体１２は、通
常の呼吸に戻り得る。
【００５３】
[57]　圧力調整モジュール３３は、圧力調整器２０が第１のモードにあるときに被験体イ
ンターフェース１６からガスを選択的に放出するように圧力除去弁２５の動作を制御する
ように構成される。圧力調整モジュール３３は、被験体インターフェース１６内の圧力が
所定の閾値を超えたときの開放位置と被験体インターフェース１６内の圧力が所定の閾値
より低いときの閉鎖位置との間で圧力除去弁２５の動作を制御する。圧力調整モジュール
３３は、被験体インターフェース１６内の圧力が所定の閾値を超えているとのセンサ１８
による判断まで、圧力除去弁２５を閉鎖位置に維持するように構成される。圧力調整モジ
ュール３３は、そのような判断に応じて圧力除去弁２５を放出／開放位置に置くように構
成される。圧力除去弁２５が開放位置で操作されているときは、被験体インターフェース
１６内のガスは、周囲雰囲気中に放出される。被験体インターフェース１６内の圧力が所
定の閾値又はそれ以下であるとのセンサ１８による判断に応じて、圧力調整モジュール３
３は、圧力除去弁２５を閉鎖位置に置き、被験体インターフェース１６が咳嗽のために加
圧することを可能にするように構成される。よって、圧力調整器２０が第１のモードにあ
るとき、被験体インターフェース１６内の圧力は、必要に応じて閉鎖位置と開放位置との
間で圧力除去弁２５をトグル式に切り換えることにより除去される。
【００５４】
[58]　別の実施形態において、制御モジュール３２は、圧力調整器２０及び圧力除去弁２
５の両方を操作するように構成され得る。そのような実施形態において、システム１０は
、別個の圧力調整モジュールを含まない。さらに別の実施形態において、圧力除去弁２５
は、制御モジュール３２及び／又は圧力調整モジュール３３からのいかなる入力もなしに
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動作するように構成されている機械弁である。
【００５５】
[59]　例示として、図６は、圧力除去弁２５を有するシステム１０を用いての被験体１２
の咳嗽流の増大の間の被験体インターフェース１６内の圧力測定値のグラフ図を示してい
る。Ｘ軸は、秒単位で測定された時間であり、Ｙ軸は、ｃｍＨ２Ｏ単位で測定された被験
体インターフェース１６内の圧力である。所定の閾値を２５ｃｍＨ２Ｏに設定した。圧力
除去弁２５がなければ、被験体インターフェース１６内の圧力は、無制御に上昇し得、１
００ｃｍＨ２Ｏを容易に越え得る。しかしながら、図６のグラフから明確に分かり得るよ
うに、圧力除去弁２５は、２５ｃｍＨ２Ｏの所定の閾値又はその辺りに被験体インターフ
ェース１６内の圧力を維持するために、それの開放位置と閉鎖位置との間を移動する。
【００５６】
[60]　図１に戻ると、制御モジュール３２は、分割された強制呼息における強制呼息事象
の１つ以上のパラメータを制御する。この１つ以上の強制呼息パラメータは、個々の強制
呼息事象についての、第１のモードにある時間、第２のモードにある時間、第１のモード
から第２のモードへの移行（例えば、移行のタイミング）、第２のモードから第１のモー
ドへの移行（例えば、移行のタイミング）、及び／又は他のパラメータのうちの１つ以上
を含み得る。一実施形態において、制御モジュール３２は、第１のモードから第２のモー
ドへの移行及び／又は第２のモードから第１のモードへの移行が所定のタイミングに基づ
き開始されることとなるように構成される。所定のタイミングは、周期頻度又は周期長、
第１のモードの標準的な長さ、第２のモードの標準的な長さ、及び／又は他の周期タイミ
ングに基づき得る。所定のタイミングは、呼息の間に変えられ得る（例えば、呼息の開始
時の強制呼息事象はより長く、呼息の終了時の強制呼息事象はより短い）。これらのタイ
ミングは、ユーザ（例えば、被験体１２、介護者、研究者、及び／又は他のユーザ）が設
定可能なものであり得る。例えば、１つ以上のユーザ設定が、そのようなタイミングを設
定するためにユーザ制御インターフェース１４を介してユーザが設定可能なものであり得
る。
【００５７】
[61]　一実施形態において、制御モジュール３２は、第１のモードから第２のモードへの
移行及び／又は第２のモードから第１のモードへの移行がセンサ１８により生成される出
力信号に基づき開始されることとなるように構成される。例えば、制御モジュール３２は
、最初の強制呼息事象に続いて圧力調整器２０を第１の動作モードに置くように構成され
得、それにより、被験体インターフェース１６を閉鎖する。圧力調整器２０は、被験体イ
ンターフェース１４の閉鎖に逆らう被験体１２による呼吸努力のせいで１つ以上のガスパ
ラメータが閾値レベルを突破する（例えば、圧力が突破圧力閾値より上に上昇する）まで
、第１の動作モードのままであり得る。一実施形態において、突破圧力閾値は、１ｃｍＨ

２Ｏである。別の実施形態において、突破圧力閾値は、２ｃｍＨ２Ｏである。さらに別の
実施形態において、突破圧力閾値は、５ｃｍＨ２Ｏである。さらに別の実施形態において
、突破圧力閾値範囲は、１～６ｃｍＨ２Ｏの間である。さらに別の実施形態において、突
破圧力閾値範囲は、１０ｃｍＨ２Ｏ未満である。
【００５８】
[62]　これに応じて、制御モジュール３２は、圧力調整器２０を第１の動作モードから第
２の動作モードに切り換えることにより、次の強制呼息事象を開始し得る。別の例として
、圧力調整器２０が第２のモードで操作されている間、制御モジュール３０は、１つ以上
のガスパラメータが閾値レベルを突破したこと（例えば、圧力及び／又は流量が閾値より
下に下がったこと）を示すセンサ１８の出力信号に応じて、そのような操作を第１のモー
ドに切り換え得る。閾値レベルは、ユーザ（例えば、被験体１２、介護者、研究者、及び
／又は他のユーザ）が調整可能なものであり得る。例えば、１つ以上のユーザ設定が、そ
のような閾値を設定するためにユーザ制御インターフェース１４を介してユーザが設定可
能なものであり得る。
【００５９】
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[63]　電子式制御器２２及び／又はそれのモジュール２８、３０、３２による圧力調整器
２０の動作の説明は、限定することが意図されるものではないことが理解されよう。被験
体インターフェース１６の加圧に応じて圧力調整器２０を開放するため、及び／又は個々
の呼息の間に複数の強制呼息事象を生じさせるために第１のモードと第２のモードとの間
で圧力調整器２０をトグル式に切り換えるための他の制御器が、本開示の範囲内に入る。
例えば、１つ以上の弾性部材（例えば、ばね、バンド、及び／又は他の弾性部材）（図示
せず）が、個々の呼息（例えば、間に起こる吸息なしにガスが被験体１２の肺から排出さ
れる期間）の間に第１のモードと第２のモードとの間で圧力調整器２０の振動を生じさせ
るように動作し得る。他の機械式制御器もまた企図される。
【００６０】
[64]　図７は、被験体の咳嗽流の増大の間の圧力をモニタリング及び制御する方法４０を
例示している。以下に提示される方法４０の動作は、例示であることが意図される。一部
の実施形態において、方法４０は、記載されていない１つ以上の追加の動作を伴って及び
／又は述べられている動作のうちの１つ以上を伴わずに成し遂げられ得る。さらに、方法
４０の動作を図７に例示し且つ以下で説明する順序は、限定することが意図されるもので
はない。
【００６１】
[65]　一部の実施形態において、方法４０は、１つ以上の処理デバイス（例えば、デジタ
ルプロセッサ、アナログプロセッサ、情報を処理するように設計されたデジタル回路、情
報を処理するように設計されたアナログ回路、ステートマシン、及び／又は情報を電子的
に処理するための他の機構）において実施され得る。この１つ以上の処理デバイスは、電
子記憶媒体上に電子的に記憶された命令に応答して方法４０の動作の一部又は全部を実行
する１つ以上のデバイスを含み得る。この１つ以上の処理デバイスは、方法４０の動作の
うちの１つ以上の実行のために特別に設計されるようにハードウェア、ファームウェア、
及び／又はソフトウェアを通じて構成された１つ以上のデバイスを含み得る。
【００６２】
[66]　動作４２において、被験体インターフェースが、被験体の気道と連結する。一部の
実施形態において、動作４２は、被験体インターフェース１６及び／又はインターフェー
ス取付具２６（図１に示され、本明細書で説明される）と同じ又は類似の被験体インター
フェース及び／又はインターフェース取付具によって行われる。
【００６３】
[67]　動作４３において、咳嗽トリガ事象を示す情報が検出される。一部の実施形態にお
いて、動作４３は、制御器２２（図１に示され、本明細書で説明される）と同じ又は類似
の制御器によって行われる。
【００６４】
[68]　動作４４において、圧力調整器が、第１のモードで動作する。第１のモードでは、
被験体インターフェース１６は閉鎖されている。一部の実施形態において、動作４４は、
圧力調整器２０（図１に示され、本明細書で説明される）と同じ又は類似の圧力調整器に
よって行われる。
【００６５】
[69]　動作４５において、圧力除去弁が、咳嗽流の増大の間において被験体インターフェ
ース１６内の圧力を所定の圧力範囲内に維持するように、被験体インターフェース１６内
の圧力が所定の閾値を超えたことに応じて被験体インターフェース１６からガスを放出す
るように動作する。圧力除去弁２５は、圧力調整器２０が第１のモードにあるときに動作
する。一部の実施形態において、動作４５は、圧力除去弁２５（図１に示され、本明細書
で説明される）と同じ又は類似の圧力除去弁によって行われる。
【００６６】
[70]　動作４６において、被験体インターフェース１６が、被験体１２により加圧される
。被験体１２は、被験体インターフェース１６に空気圧を加えることにより被験体インタ
ーフェース１６を加圧する。一部の実施形態において、動作４６は、被験体インターフェ
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ースによって行われる。
【００６７】
[71]　動作４８において、被験体１２による被験体インターフェース１６の加圧を示す情
報が検出される。一部の実施形態において、動作４８は、制御器２２（図１に示され、本
明細書で説明される）と同じ又は類似の制御器によって行われる。
【００６８】
[72]　動作５０において、圧力調整器は、第１の閉鎖モードと第２の開放モードとの間で
トグル式に切り換わる。第２のモードでは、被験体インターフェース１６は、被験体１２
の気道からガスが排出されることを可能にするために開放される。第１のモードと第２の
モードとの間のトグル式の切り換えが、単一の呼息の間において一連の分割された強制呼
息事象によって被験体１２に強制呼息させる。一部の実施形態において、動作５０は、圧
力調整器２０（図１に示され、本明細書で説明される）と同じ又は類似の圧力調整器によ
って行われる。
【００６９】
[73]　動作５１において、咳嗽終了を示す情報が検出される。一部の実施形態において、
動作５１は、制御器２２（図１に示され、本明細書で説明される）と同じ又は類似の制御
器によって行われる。
【００７０】
[74]　動作５２において、圧力調整器が、第２の（開放）モードにトグル式に切り換わる
。一部の実施形態において、動作５２は、圧力調整器２０（図１に示され、本明細書で説
明される）と同じ又は類似の圧力調整器によって行われる。
【００７１】
[75]　特許請求の範囲において、括弧に挟まれたいずれの参照記号も、クレームを限定す
るものとして解釈されないものとする。「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」又は「含む（
ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」という語は、クレームに列挙されるもの以外の要素又は工程の存
在を除外しない。いくつかの手段を列挙するデバイスクレームにおいて、これらの手段の
うちのいくつかは、ハードウェアの同一の品目によって具現化され得る。要素に先立つ「
ａ」又は「ａｎ」という語は、複数のそのような要素の存在を除外しない。いくつかの手
段を列挙する任意のデバイスクレームにおいて、これらの手段のうちのいくつかは、ハー
ドウェアの同一の品目によって具現化され得る。ある特定の要素が互いに異なる従属クレ
ームに記載されているということだけでは、これらの要素が組み合わせで使用され得ない
ということを示すことにならない。
【００７２】
[76]　上で提供された説明は、最も実用的で好ましい実施形態であると現在考えられてい
るものに基づき例示を目的として詳細を提供しているが、そのような詳細は、それだけを
目的としたものであること、並びに本開示は、明示的に開示された実施形態に限定される
ものではなく、逆に、添付の特許請求の範囲の趣旨及び範囲内にある修正及び同等の構成
を対象として含むことが意図されることが理解されるべきである。例えば、本開示は、任
意の実施形態の１つ以上の特徴が任意の他の実施形態の１つ以上の特徴と可能な限り組み
合わされ得ることを企図することが理解されるべきである。
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